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論 文 内 容 要 旨
背景
むせの発生は，嚥下障害患者において，呼吸器疾患の発症および死亡の危険因子であることがわ
かっている。しかし，地域在住健康高齢者においては，この関係は依然として不明である。本研究では，
食事時のむせの存在が，地域在住健康高齢者の呼吸器疾患による死亡率を増加させるかどうかを定
量的に評価した。
方法
本研究は 65 歳以上の地域在住健康高齢者を 6 年間追跡したコホートデータを用いて，解析を行っ
た。 ベースライン調査の実施は 2010 年で，自記式アンケート調査が行われた（回答率 66.7％）。得
られた回答者のうち，適格基準を満たし，解析に使用した人数は 32,682 人（男性 15,774 人，女性
16908 人）であった。独立変数は，食事時に起こるむせの有無とした。解析に際して，以下の質問を
用いた：「お茶や汁物などでむせることがありますか？」アウトカムはフォローアップ期間中に生じ
たすべての死亡とした。死亡のハザード比（HR）を推定するために，Cox 比例ハザード回帰分析を
用いた。さらに，パラメトリック媒介分析法を用いて，現在治療中である呼吸器疾患の病歴により
媒介された平均残存時間に対する咳反射の影響を評価するために実施した。
結果
32,682 人の参加者（平均年齢 = 74.1，SD = 5.9）のうち，5,550 人がベースライン時に食事時のむ
せを経験していた。合計 4,037 人の死亡が発生した。むせの有無にかかわらず，租死亡率はそれぞれ
16.3％と 11.6％であった。すべての共変量を調整した後，むせの有無（HR = 1.10; 95％信頼区間（CI）
= 1.02-1.19）および呼吸器疾患（HR = 1.80; 95 CI = 1.62-2.00）むせによって引き起こされた死亡の内，
11.9％（95％ CI = 6.8％ -33.7％）において，呼吸器疾患が媒介していたことが明らかになった。
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結論
ベースライン時に存在する「むせ」症状は 6 年後の死亡の発生と関連していた。さらに，呼吸器
疾患は，むせに関連する死亡の 11.9％を媒介していることが示された。
審 査 結 果 要 旨
誤嚥性肺炎は日本人の死因順位第 7 位であり，死亡総数の 2.7% を占める（平成 29 年人口動態統計（確
定数）の概況）。「むせ」は誤嚥した食品を気道から排出する気道防御反射であり，それ自体は呼吸器
系の健全な機能である。誤嚥性肺炎のリスクは気道防御反射の低下に伴って上昇するから，肺炎のリ
スクはむしろ「むせ」の消失と関連するのであろう。とはいえ，「むせ」がその後の気道防御反射低下
のリスクの予測因子であるか，もしくは「むせ」が窒息への懼れを助長するなどして食行動に抑制性
の影響を発揮し，低栄養の原因となるとすれば，「むせ」は死亡リスクの予測因子ともなりうるであろう。
JAGES 研究の一部として実施された本研究の対象は，地域居住の健常高齢者 32,682 名である。「む
せ」は「お茶や汁物などでむせることがありますか？」に対する自記式回答により評価され，対象者
の 17.0％が「むせ」を自覚することが示された。また 6 年間にわたる死亡発生の追跡で 4,037 人（12.4％）
が死亡した。ベースライン調査時点の「むせ」自覚有／無の両群間で Cox 比例ハザード分析による死
亡のハザード比の推定を行った結果，「むせ」自覚なし群に対するあり群のハザード比は 1.10（95% 信
頼区間：1.02 ～ 1.19）であり，「むせ」の自覚が死亡リスク上昇の予測因子であることが示された。同
様に，治療中の呼吸器疾患ありは，なしに対する死亡のハザード比が 1.80（同：1.62 ～ 2.00）であり，
受療中の呼吸器疾患の存在がその後の死亡リスク上昇と有意に関連することも示された。さらに，「む
せ」自覚が呼吸器疾患を介して死亡発生をもたらす媒介効果をパラメトリック媒介分析法により解析
した結果，「むせ」自覚による死亡の 11.9％（同：6.8％～ 33.7％）を呼吸器疾患が媒介することが示さ
れた。
以上，「むせ」の自覚がその後の死亡に及ぼす影響を，大規模コホート研究において示した本研究は，
高齢者保健の実践に有用な示唆を与えうるものである。
よって本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。
